
〔ⅩⅠⅠ〕掘 削 機 械

EXCAVATING MACHINE

昭和27年産も UO6型ショベルは益々好 を博し､

特にダム工事向け重掘帥こ多数進出した｡一方中容量型

の要望に応え､最新式のデイツパ容量1･2m2,U12型

う′ヨ〈こルの 作も完了した｡

タワーエキスカべrタほ昭和26年度ほ多数の製作据

付を行い優秀な稼働実績を示したが､昭和27年産もす

でに5台の据付を完了した｡而して最近の広汎な需要の

拡大に伴い更に改良研究を

日立

けている｡

万能掘削機

Convertible Shovel巳

作所亀有工場で′｣､型ショベルの製作を始めてよ

り既に数年､ 作台数も百台余りとなった｡この間各方

面よりの有益な改良意見､多くの貴重な経験と併せて種

々研究を重ねた結果､最近では性能は勿論耐久度の点で

も米国製品に四散するまでに至っている｡

昭和26年度より昭和27年度にかけては特殊型を含

めて､新機種えの漉し 望を具体化すべく､既に特殊型

1.2Tn3ショベル､新型ドラグショベルを完成し､更に中

型高性能の標準型1.2m3 ショベルの製作も完了した｡

在来の標準UO6型万能掘削機の生産も大いに伸び､

殊に民間向け､海外向けの製作台数の多いことが注目さ

れる｡

U12型､1.2m3万能掘削機

源開発の要望に応え目立製作所亀有工場に放てほ従

其のUO6型0.6m3ショベルに加えてU12型1･2m3

ショベルの製作を開始し､昭和27年末にその第一号機

を完成した｡

本機はUO6塾百余台の経験を 作上､使用上に十分

生かすよう設計されたもので､全体の構造は大略UO6型

と同一であるが､幾多の新考

る｡その主な点を述べると､

､改良点が織込まれてい

1.原動機は一原動機式ディゼル機関でガソリン機[

始動となっているため寒冷地でも容易i･こ始動する｡

2.操作は空気圧制御で行われるから極めて軽快なこ

とほ勿論､"FeelofI｣Oad"も完全に与えられてい

る｡

3.特殊材料､殊に球状黒鉛鋳鉄の利用や高J･ヨ渡焼入

法の全面白勺採用等により機体の軽量化に努めた｡

4.この級のショベルとしては接地圧が低く､叉トラ

第1図 岐阜県丸山ダム工事場に於ける

UIJO6型シ ョ ベル

Fig.1.Type UI.06Shovel
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第2国 UL12型万能掘削磯ショベルフロント装梨

Fig.2.Type UI.12 HitachiCoI〕vertible Shovel

with ShovelFront

ソクのサイドフレrムは簡単にロングタイプのもの

に交換することが出来､敢弱地盤に於ける低産地圧

の無限軌道の使用を可能とした｡

5. キャタピラの さと巾即ち踏張りが十分大きいた

め安定性が非常に良い｡

6.デイツパは掘削性良く蓋の開閉が確実な構造とな

っているため放荷容易であり特に重作業に十分耐え

得る｡

7.デイツパトリップ装置とサドルシープの改良によ

リハンドル引込時のトリップロープの緩みを無く

し､ハンドル面の磨耗を少くするようにした(何れ

も特許 用新案肌頗中〕｡

8.フロントを交換すればドフグショベル､ドラグラ
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イン､クレーン､クラムシェル､パイルドライバー

として使用することば勿論容易で､所謂万麓掘削機

である｡

仕 様

デイツパ容量‥‥‥
..1.2m3

ブ ー･ム 長 さ‥.
‥‥.6.8m

ノ､こ/ドル長さ

速

巻

推

引

侃:

旋

走

原 動

接 地

登 板 能

躁

度

上...

庄‥.

込‥.

仰‥‥

‥5.6m

25m/min

28m/min

42m/min

9m/min

4.1r.p.m.

1.4km/br

機‥‥‥ディゼル機関

最大175HPl,000r･p･m･

庄……………… 0･70kg/cm2

力‥.
‥.200

作………………‥空気制御式

註 作業範囲を小くすれば､デイツパ容量を1.6m3

に変更することか出来る｡

ULS12型特殊1.2m2ショベル

UO6 型万能掘削機の特殊な使用法として､ロープの

樹数を倍にすれば掘削速度は半減するが､掘削力ほ倍と

なるから､デイツパの容量を大きく(約2倍〕すること

が出来る｡

然も旋回速度ほ､そのまゝとすることが出来るので､

能力としては､杓

いものが‥扱える｡

デイツパ容

ブ ー ム 長

ハこ/ドル長

通

巻

推

引

旋

併

走

原 動

20%の増加となる上に､岩石も大き

1.2m3

さ……………………5.2m

さ‥.

度

上‥.

圧‥.

込..

回‥.

仰‥.

眉=コ..

4.5m

12.5m/min

14m/min

21m/min

..5r.p.m.

‥7m/min
l･2km/hr

機‥..電動機､401くW,22(JV,60日｡

(又は2001′7,50亡ヒ〕

UTO6型標準ドラグショベル

ドラグシ三∃ベルほ第4図に見るように､ショベルとは

全く反対の振別方法を探っており､その他ドラグライン､

クラムシェルなどと比べて特長に著しい違いがある｡

第35巻一第1号

第3図

Fig.3.

現地稼肋中の UI｣S12 型特殊1.2m3

一電気ショ ベル

Type UIJS12 Specia11.2m3 Electric

Shovelin Operation

第4図

Fig.4.

UTO6型万能土掘械ドラグショベル

Type UTO6 Convertible Shovelwith

DragshovelFront

肘途ほ主として河川の床掘､管路用湛掘り､ 築m地

下基礎工事､その他広範附こわたっており､その特長ほ

掘削力大きく､玉石混りの二土質の掘削にも適し､ 体に

近接した処の掘削も出来､人力掘削に比較して掘肖Ir面の

水替が不要のため頗る便利である｡他のフロントを用い

た場合と比較すると､

1.ショベルが地面上の掘削に好適であるのに対し､

地面下の(約5mまで〕掘削に適し､而も土捨高さ

(約2.9m)は十月､高い｡

然し 込みには不便である｡

2.ドラグラインと比較すると､掘削に当ってプロ∵ン

トの 量が有効に幼くための掘削力が大きいこと及

び掘削面の整形が比較的に容易なことで､このため

濯漑用のアユく賂工事などに適している｡

3･管路工事の場合など相当硬い地盤の掘削にも適し

又狭い幕を比較的急カ←ブに掘れ､然も壁面を崩壊

することが少く､ 巾も自由をこ選択出来ることが､

トレンチャーと異る点で､ドラグシ三了ベルの大きな

利点の一つである｡



昭和 27 年上真に於け る

第5図 UTO6型フナ能七掘械新型ドラグショベル装架

Fig.5.Type UTO6 Convertible Shovelwith New

DragshovelFront

凍機は､昭和26年度に完成された新機種で､目下好

で稼肋1~1であるが､更に次の改良を加えた｡即ち第

4,5図を比車交すれば明かなように､ブ←ムを腰折

長くしたことで､これにより掘削､

し作

とし､

込みの性能をよく

範囲を増大した｡その仕様は次の通りである｡

仕 様

デイツパ容

7 --

ム

▲f∃.

_圭P▲･･･ ‥.0.6m3

さ‥.
‥6.4m

ハンドル長さ‥. ‥2･3n-

速

巻

掘

旋

走

接 地

原 動

度

上‥･
･16皿/min

削‥ ‥ 22m/min

回.‥
‥5r･p.m･

行….
.･1･2 0r2･41(m/br

圧... 0.551唱/cm2

機….R野ディーゼ叫矧

Ⅰ)A57-S型

最大100HP,1,300r.p.m.

タ ワーエキスカベータ

Tower Exeavators

昭和26年度に引続き骨材採 用に使用されるものが多

くなって来た｡即ち昭和27年度は河床整理用として走

行式1･6m31台､骨材探 用として固定式2m32台､

固定式1･2m32台､計5台を完成した｡

昭和24年日立製作所が記録的大容量のものを建設省

常願寺川に据付け斯界の注目の的となったが､その稼動

率の優秀性､維持費の低J兼な事ほ一般に認められている

所である｡昭和25年以降の稼仇 蹟の詳細が建設省よ

り発表され､その実態は第l表のような成果である｡
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第1表 タ ワ ーエキス カベータ の実態

Tablel. Performanceof Tower Excavators
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第6図

Fig.6.

又機イ

2m3 固定式タ ワ ーエキス カベータ

2m3Fixed Type Tower Excavator

上､交流式ほワードレオナード式に比して維持

要は割高となり､機能時間率ほ低いものと考えられてい

るが､実績表に於ける機能時間

している｡

ほ同等以上の成 を示

大型タワーエキスカベータ

建設省約五十旦ダム骨材採集用固定式2m3タワーエ

キスカベータは据付を完了した｡

仲奈ノl 気局納の固定式2m3,建設省網常願寺川に

設置の4号機走行式1･6rn3 のものは何れもワードレオ

ナード式である｡主 動機は掘削に適した垂下特性と曳

行に適したシリス特性せ完全に発揮し､適応性の大きな

H･T皿を応用した.ワードレオナード式である0

ウインチはタンデム形に配列された2箇のドラムを備

え軸受ほすべてタマ又はコロ軸受を使川してある｡

操作ほ空冷式圧縮機による空気制御である｡
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第 2 表

Table 2.

日 丑二 評 論

タ ワ ー エ キ ス カ ベ ー タ

HitachiTower Excavator as supplied

第35巻

の 仕 様

第1号

第7図1.6m3走行式タ ワ ←

エキ ス カ べ r タ

Fig,7.1.6m3Travelling Type Tower Excavator

中型タワーエキスカベータ

26年度迄に納入のもの計5台､27年度は2台製作した｡

電源開発骨材採集用として手頃の容量であるが､最近

次の改良を実施した｡

1･ポストF部の推力軸受は球入軸受でポストの旋回

に対して餐快且つ完全なる機能を発揮する.｡

2･ポストの中間技手を簡単に取外し可能なる如くし

てボルト締付けにしてある｡

3･ポスト頂部のガイドブロックのスイベル部分は球

軸受にして軽快に回転する｡

第8図1･6m3走行式ク ワ←エキスカべ【タ

用ウ イ ンチ

Fig･8･Winchforl･6m3TravellingTypeTower

Excavator

4･ガイー7･-プの取付の倍角及び水平分角ほ地形に合

せて広範囲に調整が可能である｡

タ イ タ ン パ

Tie Tampers

保敏作業巾で最大の労力を要する道床抱囲め作業機械

としての､日立タイタンパは携帯機械製造の豊富な経験

と技術とによi)､軽量で操作容易且つ能率､経費労力等

各種の見地よりみて優秀なもので､保線作業機械化の寵

児として益々その需要は増大してきた｡昭和27年度に

電締¶於 部の改善に意を用いた〔ニ

電 源 装 置

本装置は1,500V は600V電車架線より直接直流

力を取入れて駆動する直流電動機と､三相交流200V

を出力とする交流発

動交流発

機とを共通軸､共通枠に収めた電

磯で､台葦上に一体に取付けられている｡そ

･丁
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第9図 タイタンパ用1.6kVA電動交流発電装置

Fig･9･Motor Generator Set for Electric Tie

Tamper

の上部には制御函を取付け､文運搬用把手を設けて極め

て小型軽量で､違掛こは至って便利になっている｡本

源装置ほ目立タイタンパを4台乃至6台運転することが

可能で架線よりの入力 圧ほ1,500V用では900～

1,600V又600V用では400～600Vの範囲であれば

如何なる

1.6kVA

221

圧でも使用できる｡第9図ほTMG-215式

動交流発 装置でその主なる仕様ほ下記の通

りである｡

仕 様

直流電動機‥‥川.1.51くW,1,350V又は550V

3,600r.p.m.

交流発電機……‥1･6kVA,220V,3¢,60`も,2p

全装備重量… …180kg

全 長……………………‥750mm

27年度に於ける主な改良点ほ次の通りである｡

1.鉄道レールの大型化によって車輪がレールより外

れないように改めた｡

2.本装置をレール上で移動させた場合にレールを利

用した信号回路が動作しないように車輪を堅周な木

絶縁体で絶縁した｡

以上のように本 源装置ほ架線電圧により1,500V用

及び600V用の2種額が製作され､日立タイタンパと共

に各鉄道会社に納入して好 を得ている｡




